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　著者の一人長島はスペイン系スペイン睡として埼玉県　　　て述べる。Brは欧州種1化，4眠性で，蚕児の斑紋は姫

蚕業試験場で系統保存能往・－CL・た系統から，自然突　である．伽夜は艶で蛾の複眼色は黒である諺1泡の状

然変異として1躯の褐卵を発見した（・952）・この褐　態は第1図1こ示すように1蛾の卵全体につL、てみれば，

卵と正常卵色及び既知褐卵系統と交染1庭を行つたところ，　　　明らかに褐色であるが，蛾区内においては濃淡卯の混在

従来知られている褐卵とは異なつて，特殊な遺伝康式を　　　が認められる。

示すことがわかつたので・これらの轍びこの白然突然　鰍した桝・1はBr，鋤褐卯（b，〉，第琳易卵ω、）汲

変異褐卵がトリ六ファン翻オ顎に示す作用につい　び正常色卵（＋）で，Brとbl，6赦び＋との交雑F1，

て・謹した結果鶴告する・　　　　　　F，及びF，に頒ける卯色の状態創司査鰹した。また

　　　　　　　　材料及び方法　　　　β7堕槻蟹統との交elll種の卵を用いて・　・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒのジアゾ反1心を行い3hydroxykynurenineの量をコ
　先ず自然突然変異褐卵（仮称・Br）の・般的性状にっい　　　Pリメーターによつて測定した。

x　tt　　　　　　　　　　㌔A　　・　　　　　　　　　　　　実験結果並びに考察

　　　　　　　　　　　　di　ttag．／mu，　、織　奪、　　　e　　　り・そのF，・F2及びF，における卯色分離の状態を観

　　　　　　　　　　　　　　　、　鰹犠・　察した結果を第壊に示1－．・の表からわかるように，
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Fl卵はすべてilJ：蛾の示す卵色とほぼ1司様であり，　b，及び　　　る3hydroxkynurenineの1【ヒが少いためにほかならな

b2と黒卵との交雑結果と同じである。ところがF2の卵　　　い。

色分離をみると，最初Brを雌雄いずれに用いたものに　　　　Fu卵の示す卵色分lftliilは極めて将異な逢｝lt象であり，黒

おいても褐色卵蛾区と黒f包卵峨区とを分離すゐようにな　　　褐卵の蛾区分llil〔，が認められるのである。　F正の遺伝子lill

る。ここで注意すべきことは，交雑する黒卵の系統によ　　frせは疏／＋でL【6り，このf固体かel［1ヲi引蛾区と禍卯蛾臥二

つて禍色蛾区の着色程度に差異力認められることであ　　が現われることになるが，疏遺伝了・の作用（3hydro一

る。またF，卵期にII柳！町眠をカ≒すもo）の！【1燃内には，　xkynurenineの卵鷺二透過性篭職少させる力向に働く）

やや淡色の黒色卵の分離を認めることがH来る。この点　　　ヵイ完能除ために，8ガ十個休のl／脇’ヤ3hydr【⊃xkynure・

については後述する。上述の／現象kX他の褐卵系統には見　　　nineが相当1；卵へ移行一1曽るものと・少敢しか透髄しオllい

られない事実であり，Brは従来報告されていゐ禍卵と　　　ものとが現われる結顎・℃あろうと労瓦られと，　o　即ちBr

は全く異なつた遺伝様式粒ラ」｛すものである。京たFa卵　　　の作用が’泥全であるならばFD　IJIIIはすべて黒卵寂たは褐

で分離した黒卵及び褐卯蛾1≧く齢々よりのF：1卵にv’］い　　　卵蛾区になるべきはずである、っBrの作用にこのような

て，卵色分離を調査す老）と，そのいずれにおいてもFe　　踏えカを採川した0）はう「恥卵の蛾区労｝鞭llが相liに変

の場含と同様、黒卵亘麺黛区と禍卵蛾区とを分離・11ることが　　　異が大であり，しかもBrと交雑す誉，黒色現li系統によつ

認められる。ただこの場合F2卵において禍卵でもつた　　　”ぐ，褐卵の』’す色iv．；1に蕪異が認められ、嶺ド等のためであ

ものの次代の方が，黒卵であつたもののそれより禍卵蛾　　　る，、

区の数が多い傾向にある。　　　　　　　　　　　　　　　　喋たF2卵期に禍卵を示すものの次代に，1。1∴卵蛾区と

　以上βプと黒卵系統との交雑実験の結果を述べたが，　　　褐卵蛾区とが分離され，Fu卵にみられた場合とほ醸岡

これらの諸1～について考察してみたい。F，卵の示す卵　　　様であるヵ瓜，先にも述べたように瑞卵で摺1『目蛾区を示

色は億体の卵蝕と同・であることは，b，及びb2に見ら　　　すものの次代より，少しく褐卵蛾区力多い傾向にある。

れるように，Brにおいても卵色形成に薩摘関係をもつ　　　この9i柄もBfjの竹川が不完棄：であり，FL，　bJbj期の禍卵個

3hydroxykynurenineの母蛾から卵への透過量が少い　　　体におけゐ3hydroxylcynureninecr》卵への透過抑正Ea．）力

ためであることが考えられる。事実．87の魔ド醐後の卵　　　が，黒卵個体より著一i：大であるためではなかろらか。Fs

を供試して3hydroxyl〈ynurenineの貴を測窺すると，　　　卵期における卵色分離がF2卵に見られたそれとほ｝…ff近

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いことについては，Fuの遺伝争糸［1成がβア／Br　1，βr／
　　　　第2表Br及び．8プ交雑系統の卵内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　3　hyd，。。ykynu，e。i。，・）上ヒ較　　　＋2・＋／＋1の齢であり・B・／8・㈹徽腕ばす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べて褐卵，十／十を母体とすれば黒卵となり，Br／十を

系　　　　　　　統

Br　　　　　褐卵

N112xBrF2　黒卵

N112×、BプF2　褐卵

Br×blF3　　　黒卵

Br×う1　F　3　　　褐卵

＋　　　　　　黒卵

Ext・　　　　　　　母体としたものからは黒卵及び褐卵蛾区が分離されるこ

一　　　とになるから，この辮爽を説明出来るように思われる。

0・218　　　　　　　　　2．　Brとb，及びbeとの交雑

O．818　　　　　　　　Brとb，及びδ2との関係を知るためVc・　Brとb，及び

0．436
第3衷　Brとbi及びb2との交雑による卵色分離

O．570

0．280　　　　　　　系　　統

O．825

構4～磁の平均　　　　　　　　B’　×　bi

第2表のようになつて，　明らかに黒卵系統よりその堂　　　bl×B「

が少いのである。即ちF1卵の色調が周：体と同一である　　　一一一一一
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b2との交雑を行つで，卵色分離の状態を観察した。第　　　であるが，　Brの産下直後の卵と蒲働後の卵を供試して，

3表に示すように，b，を母体としてBl・を交雑したFl　　3hydroxykynurenineの敢を測定すると第4喪のよう

卵はb，に近い色調となり，逆交綿においてはBrに近い　　　になつて，箔色迄の3hydroxykynurellhleの減少度が

色調を示す。Fza卵の卵色分離はBγと1－JS－i’tl・］との交維結果　　　b，に比べて少い。しかしこれを砺と比較するとその滅

とほぼ同様で，黒卵と褐卵とを蛾区分離「1一るL）Fl玉卵にお　　　少の度合が大であるから（長島1957），βアは3hydrox・・

いても，F2卵期の黒卵及び褐卵いずれσ）蛾区の後代も黒　　　ykynurenineを卵漿液1嘆色素に変えll，）酵索の作用力が

身1と褐卵蛾区とを分離する。しかしFs卵における黒禍両　　　やや弱く，その程度はH三常と碗の申聞に粒：するものと

卵蛾区の割合は褐卵蛾区が黒垣回蛾区に比べて多くなつて　　　思われる。このような琳爽から抽’と黒卵との交雑1㌔の

いる。このようrs　Fa卵における特異な卵色分離の状態　　　黒色卵蛾区中｝こは・1蛾の麗む卵1’iiに褐色卵を分離しな

は次のように説明される。即ちFzの遺伝子糸iL成がBr／　　くてはならないように思われる。事実注意して脅導際する

十b，／十及びBr／十十／十をしめすものの次代において　　　ことによつて，これらを見分けることが出来るが・この場

は黒卵蛾区と禍卵蛾llζとを分離すると1、，仮りに黒褐卵　　　合の禍卵は1義1捌iに近い蒲色度な示していうために’黒卵

の蛾区分離ヒを（1・1）とすれば（Brとわ、麟鯉）F，　と關」との州既を鷹櫓こ求めることが嗣ξない。また

においてはほぼ1：1の分離比を示している），Br　Mび　　　上述の事柄と関連して，　Brの幼虫期に神糸築球の藩色悔

blの遺伝子細戊から考えられるFa卵の卵色分離比は，　　　（神経球の色はトリプトツァン系色索であゐ）を調査す

黒卵蛾区3，褐卵蛾区5の割合となるべきものであり，　　　ると・1丁モ常色卵系統に比べてBl’は淡色である。このよ

禍卵蛾区の方が黒卵蛾区より多くllll現することが哩解さ　　　うな蜘爽からも，・Bγ遺伝子は3hydrOxykynurenineか

れるように思われる。事実F2卵において褐卵を示した　　　ら卵漿液ll契色素に変える酵素の作用ブ」が弱いことが考え

もののFa卵の分離は黒卵3，禍卵5の割脅に近く蛾区　　　られるのである。

分離している。このような箏翼から，Brとbtとは全く　　　先にBrの1蛾の卵中には着働髭の強いものと弱いも

異なつた染色体ヒに位鍛する遺伝子によつて支配されて　　　のとが混在していることを述べた。その濃淡卵の1蛾区

いることが考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　中の割合は第5表に示すようになり，蛾区によつて相嶺

またB。とb、との蝋における珂晩分離の状態は，　の変異が認められる・また諦1に卵を撚すると旙雌

鞭鶏驚響備慧鷲蘭講1締・・における囎の濃淡色賜鱒
ことから，Brとb2との関係は前述のBrとbiとの関係　　　　調査卵蛾

と同様，Brとゐ2遺伝子とは全く独立の関係にあること

が考えられ，Br及びb，の遺伝的性質からこの卵色分離　　　　　　　1

を説明出来るように思われる。　しかしF2卵のしめす卵　　　　　　　　2

色が搬に絶とな㌧磁彫モ雌撫魂暴野　　　3
内の卵色分離を明らかにすることが出来ない。、禰欄、，、．
iPt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　3．その他Brについての知見

　Brが褐卵であることの最も大きな原因は，母蛾から卵　　　　　　　5

に移行する3hydroxykynurenineの盤が極めて少いため　　　　　　　6
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の強い卯は1蛾の産む卵中1こ集禽して存在することがわ

b， O．225 0，120
O．105　　かる・このよう脚かF）　S？・にS．iける濃灘卵の混叡ま・

卵管の個所による3hydroxykynurenineの透過量の差
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異に起因し．ているように考えられる。　　　　　　　　　　　　author　in　l、952　from・・Spain”　strain　which　maintained・

　　Brと白卵等各種卵色の突然変異との関係は次報で述　　　by　Saitama　Sericultul噛al　Experiment　statio皿，　In　the

べる予矩であるQ　　　　　　　　　　　　　　　　　present　paper，　the　inheritance　of　this　brown　egg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（design．　Br）has　been　examilled　expel’imental　and

　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　　要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pliysiOlogical　genetiCally．

　　1・　スペイン．系スペイン種から自然突然i鋤蓬iきによる褐　　　　The　results　obtalned　arc　summari2ed　as　follows；

卯（仮称Br）を発見した。　　　　　　　　　　　　　　　　　1，　In　the　case　whenおゼstl－ain　is　crossed　with　the

　　2・Bl’は従来知られb（いる褐卵とは還伝1張式が異な　　nOrlnal（＋・），　the　eg9・o』［F，　sh。ws　the　same　c。1。r

り，黒？Jl・1との交雑F2拶IIにおいて黒卵と褐り1・1との蛾区分　　　　as　ill　the　matemal　one，　but　tl肥black　and　b1・own

離が見られ，F2卵期の黒褐いずれの蛾区よりのF391・1も　　　　egg　batehes　a1’e　segregated　in　I？2　alld　Fn，　AnCl

F2卵と1司様な蛾区：分i雛がみられ，｛〕。　　　　　　　　　　　　　　these　phellomena　Elre　di・ffL・．i’ellt．fl・（｝m　the　case　Qf　the

　　3．　Br遺伝子は卵管；における3hydi’oxykynurenine　　　　cro熱ings　between十ancl　b1　or　b2．　Ae¢ordingly，

の卵へσ）透逝を減少させる：方向に働く遣伝．t「r・で．あり，そ　　　these　a1’¢thought　to　he　a　Ilew　type　of．t1ユe　egg

の作用力は不完全であ？」　，，｝：うに考えられる。　　　　　c（）lor　inheritance　in　the　silkwernl．

　4・　Br’（斗よ3hyclroxykynurenineカ．・ら馴11．漿才夜1嘆．色．素　　　　　　　2・　It　is　rea＄onably　thou冨ht　that　Br　葛ene　ill一

ヲi多）Nに「1期一与・”す25酉孝‘素α）f乍1．1．」力．も，　詳蔭馴聾こ⊥・ヒv・〈Lてやく．・寧毒　　　　　hibits　the　permeability　of　the　uvariole　membr日ne

い。　　　　　　　　　　　　　．　　wllidl　a11。ws　tO　Pass　thr。Ligl13hyclroxykynure・
　5．　Br卵に認められる濃淡禍卵の混《・1三は，卵管にお　　　nine，　but　thit　action　is　iincomPle’te．

ける3hydroxykynu1°enineの透過性の部位i［1勺差異に起　　　　3．　The　ellzYllle　activity　which　converts　3　hyd一

因しているように思われる． B　　　　　　　　　　　　　　　rQxkynurenine　illto　the　serosal　pi鍔1uβnt　of　the　egg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　is　weak　in　Bt・styain，

　　　　　　　　　　　　　　　文　　献　　　　　4．Th，　c。，i。u、　ph，。。m，n。。　that　b。th　the　dti，k

1　KIKKAwA，　H：Adv．　Genet．，5，107－140（．1953）　　　and　pale　brownish　eggs　apPear　in　the：same　batches

2　　長　1艶　栄　一・一一：　1二1’蚕学会［i瑚．東父音ll謡湾1寅要旨7（1955）　　　　　of　Br　stz’‘ftill　is　considered　tQ　be　differenc¢　of

3　　－一一一一　：日’寮誌，25（6），423－429（1957）　　　　　allloullt　of　3hydroxykynurenine，　which　tran＄・

4田中義麿・卸遺購i；舌（1924），第4版，東京，　mitt・d　f・・m　the　m・th・・m・th・・au細by　th・1Qc町1

　　　　　　明．文堂　　．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dif［erence　of　permehbility　of　the　ovariole　rnem－

5　　　　　　　　　　　　：　家蚤≦選f云学，（1952），㌶ぎ1版，　束ガて，　　　　　　brane・

　　　　　　裳華房

6　田勘弥太郎；iヨ蚕1捲，27（3），177．（1958）　　　　　．　（Laborator￥of　Genetics，　Faculty．of　Textile

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Sericulture，　Shinshu　University）

　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt：・亡　．

　　Anatura1皿utant　brown　egg　was　found　by　the

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ny


